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NIFE;61±18 ms1/2, p＝0.99） 
【結論】NIFEはICD shock後の心室再分極不均一性の増大を抑制した。Vfに対するICD shock後のESの抑制にNIFE
が有用である可能性が示唆された。 









 その結果、Control群に比べDC群では有意にQTc-Dが増大した（Control;61±12, DC;91±24ms1/2, p＜0.05）。
しかし、NIFE-DC群のQTc-DはDC群と比べ、有意に減少した（NIFE-DC;65±20, DC;91±24ms1/2, p＜0.001）。ま
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た、Control群、NIFE-DC群、及びNIFE群間では、QTc-Dは有意差を認めなかった（Control;61±12, NIFE-DC;65
±20, NIFE;61±18ms1/2, p＝0.99）。 
 以上より、NIFEはICD shock後の心室再分極不均一性の増大を抑制した。本研究は心室細動に対するICD shock
後のESの抑制にNIFEが有用である可能性を示唆し、ICD shock直後の心室再分極不均一性の増大に対するNIFE
の有用性を初めて示した臨床研究であり、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認め
られた。 
